
創形美術学校

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】
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【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

和光大学卒業後、中国・山東大学に留学。群馬県立女子大学兼任講師。専攻は日本および東洋美術史。著書に『ほと
けを知るー仏像めぐりハンドブック』（シンコミュージック・エンターテイメント）『アシュラブック』（美術出版社）、共著に『カ
ラー版東洋美術史』（美術出版社）。

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2025年度 ３年絵画専攻・前期

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

学科 古美術研修 専任教員、北 進一 １単位　25.5時間

ファインアート科、ビジュアルデザイン科３年生合同で行動。京都に３泊４日。仏像や障壁画を拝観。一般には公開して
いない特別拝観の寺院などに行く。（等伯の襖絵・等伯の障壁画・探幽の障壁画・狩野永岳の襖絵など）

研修で見る寺院、仏閣にある仏像や襖絵、障壁画などは図録や美術書といった図版でしか普段は目にすることができ
ません。たまに美術館で特別展示を行うこともありますが、現地で間近に見るのとは全く雰囲気も感じ方も違います。参
加することはたとえ分野が違っていても今後の制作にいい刺激になることでしょう。

授業計画及び学習の内容

東京から京都へ新幹線で移動

醍醐寺見学

智積院宝物庫見学

養源院拝観／京都国立博物館見学

平等院見学

二条城見学

広隆寺、東寺見学

京都から東京へ新幹線で移動

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　　
なお出席が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          
合格：(100〜95：A+　94〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　講義形式を基本とする。研修に参加しない学生にはレポート課題を提出。



創形美術学校

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1〜5 〜90

〜10 〜95

〜15 〜100

〜20 〜105

〜25 〜110

〜30 〜115

〜35 〜120

〜40 〜125

〜45 〜128

〜50

〜55

〜60

〜65

〜70

〜75

〜80

〜85

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

制作、個別指導

制作、個別指導、中間チェック

制作、個別指導

制作、制作指導

制作、個別指導、中間批評会

制作、制作指導

制作、個別指導、中間チェック 制作、制作指導

制作、個別指導 制作、制作指導、講評会

制作、個別指導

制作、個別指導、中間チェック 制作、制作指導、中間チェック

制作、制作指導 制作、制作指導

制作、制作指導 制作、制作指導

山口藍：1977年東京都生まれ。現代美術作家。日本の伝統美術、特に江戸時代の風俗や文化にインスパイアされながら
パネルを毛布と綿布でくるんだ『ふとんキャンバス』など、独自の支持体を用いて新たな美人画を制作している。国内のみ
ならず海外での活動も多数。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                        
山本晶：武蔵野美術大学大学院修了、文化庁国内・在外研修、ホルベインスカラシップ、主なグループ展 『ART TODAY 
2004』『VOCA』。主な個展 ギャラリエアンドウ、アートフロントギャラリー、ギャラリーαMなど。　　　                               
室井公美子：1964年大阪府生まれ。1990年創形美術学校造形科卒業。1991年同校研究科絵画造形課程修了。1996年
渡仏、パリ国際芸術都市滞在。東京・大阪・パリで個展（ギャラリー現、ギャラリエ アンドウ等、多数）その他グループ展多
数。無所属。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                 
工藤礼二郎：1964年大阪府生まれ。1990年創形美術学校造形科卒業。1991年同校研究科絵画造形課程修了。1996年
渡仏、パリ国際芸術都市滞在。東京・大阪・パリで個展（ギャラリー現、ギャラリエ アンドウ等、多数）その他グループ展多
数。無所属。

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2025年度 ３年絵画専攻・前期

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 絵画総合研究

　山口藍　
　山本 晶　

　室井公美　
工藤礼二郎

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　

なお出席が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                      
合格：(100〜95：A+　94〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

　実技演習形式を基本とする。各回で幾つかの課題を課して習熟度を検証する。

制作、個別指導、中間チェック

15単位　382.5時間

２年次に行ってきた実習・演習を通して模索してきた各自のテーマを大作制作に繋げるべく、表現形式や支持体、描画材料
など総合的に検証し９月の校外展のための作品制作を行う。
アートの現場(山口藍):可能な限り多様なギャラリーを巡り、作家やギャラリースタッフなど現場での様々な視点を自分なりに
解析し、社会における美術の在り方を積極的に考察しながら自分の作品の核心を探る。
アーティストブック(山本晶):気になっている表現方法や、新しく取り組みたい表現方法など、あるいは「アートの現場」のギャ
ラリー巡りで興味を持った表現方法など、積極的に取り組めるようにする。さまざまな表現を実際に取り組むため、画材や素
材を研究し、自分に合った表現方法・描き方を探る。
ステイトメント(工藤礼二郎):ステイトメントの確立により、自らの作品の方向性を簡潔かつ明確に言語化し、第三者の作品理
解を深めることを目的とする。

思いつきからワクワクする表現へどうやって繋げればいいのか。9:20に集まって今日（こんにち）の美術について簡単なレク
チャーがあります。それを聞いてからの制作となります。個人の視点がどのように表現方法につながるのか。個人の内側に
ある発想が公共空間に置かれた時にどのように映るのか。演習を通して体験します。
アートの現場(山口藍):授業期間に開催されている展覧会を実際に巡り関係者に話を伺い、それぞれ考察した内容を発表し
互いの意見を尊重しつつ作家の意図することを紐解いていく。同時に各自が今後予定している校内外での展示に繋がるよ
う、作品のみならず展示空間を構成する意識を持って臨む。
アーティストブック(山本晶):一枚の絵画ではなく、一冊という形式で、あるいはそもそも「本」という形式を利用して自身の世
界観を表現したものをアーティストブックといいます。どんな表現を自分は好きなのか、２年間に発見した興味やこれから試
してみたい表現など、ワークショップ形式で実験を通じて一冊の本を作ります。
ステイトメント(工藤礼二郎):各自の制作テーマに沿ったステイトメントを7月の郊外展に向けて確立する。またそれらを元にポ
ートフォリオの充実を図る。

授業計画及び学習の内容

制作、制作指導 制作、制作指導

制作、制作指導、中間チェック 制作、制作指導

制作、制作指導 制作、制作指導

制作、個別指導 制作、制作指導



創形美術学校

【授業の到達目標及びテーマ】

【講義概要】

回

1〜5 〜90

〜10 〜95

〜15 〜100

〜20 〜105

〜25 〜110

〜30 〜115

〜35 〜120

〜40 〜125

〜45 〜130

〜50 〜135

〜55 136

〜60

〜65

〜70

〜75

〜80

〜85

【成績評価方法】

【授業の特徴・形式と教員紹介】

制作、制作指導 講評会

制作、個別指導、中間批評会

制作、制作指導

制作、個別指導、中間チェック 制作、制作指導

制作、個別指導 制作、制作指導

制作、個別指導 制作、制作指導

制作、制作指導、中間チェック

制作、制作指導 制作、制作指導

制作、制作指導 制作、制作指導

制作、個別指導、中間チェック

山口藍：1977年東京都生まれ。現代美術作家。日本の伝統美術、特に江戸時代の風俗や文化にインスパイアされなが
らパネルを毛布と綿布でくるんだ『ふとんキャンバス』など、独自の支持体を用いて新たな美人画を制作している。国内の
みならず海外での活動も多数。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                    
山本晶：武蔵野美術大学大学院修了、文化庁国内・在外研修、ホルベインスカラシップ、主なグループ展 『ART TODAY 
2004』『VOCA』。主な個展 ギャラリエアンドウ、アートフロントギャラリー、ギャラリーαMなど。　　　                                 
室井公美子：1964年大阪府生まれ。1990年創形美術学校造形科卒業。1991年同校研究科絵画造形課程修了。1996年
渡仏、パリ国際芸術都市滞在。東京・大阪・パリで個展（ギャラリー現、ギャラリエ アンドウ等、多数）その他グループ展多
数。無所属。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                
工藤礼二郎：1964年大阪府生まれ。1990年創形美術学校造形科卒業。1991年同校研究科絵画造形課程修了。1996年
渡仏、パリ国際芸術都市滞在。東京・大阪・パリで個展（ギャラリー現、ギャラリエ アンドウ等、多数）その他グループ展多
数。無所属。

開講課程 開講学科 開講年度 履修対象

美術造形専門課程 ファインアート科昼間部（3年制） 2025年度 ３年絵画専攻・後期

講義区分 授業科目名 担当教員 単位・時間数

実技 卒業制作

　山口藍　
　山本 晶　

　室井公美　
工藤礼二郎

１６単位　408時間

１、２年次の絵画実習を通して学んだ技術と３年次前期で展開してきた自主制作を発展させ３年間の集大成としての卒業
制作を行う。

各自のテーマに基づき卒業制作として１００号の平面作品２点、もしくは高さ２５０cm、幅３００cmの壁面に収まる平面作品
１点を制作する。幅３００cmの壁面に収まる平面作品１点を制作する。

授業計画及び学習の内容

制作、制作指導 制作、制作指導

制作、制作指導、中間チェック 制作、制作指導

制作、制作指導 制作、制作指導

制作、個別指導 制作、制作指導

制作、個別指導、中間チェック

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　

　課題作品を１００点満点として採点する。授業への参加・意欲などを考慮し、総合評価を行う。　　　　　　　　　                  
なお出席が全体の２／３以下の場合は、成績評価の対象外となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                         
合格：(100〜95：A+　94〜80：A　79〜70：B　69〜60：C)　不合格 (59〜0：D)　仮処置：保留

制作、個別指導

制作、個別指導、中間チェック

制作、個別指導




